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１．大会総括 
世界選手権（WOC）がフォレストとスプリントに分離し、初のスプリント WOC が 2022

年にデンマークで開催されてから 3 回目を迎えた。今回の日本代表は、史上初めて前年

（フォレスト WOC2025）から全選手が入れ替わっているが、これはスプリント種目に特

化して練習を重ねる選手が国内で増えてきた証といえる。 

個人戦を振り返ると、スプリントで近藤、ノックアウトスプリントで平岡が決勝に進出

した。男女ともに決勝へ進出したのは 2005 年愛知大会以来である。また、全選手が予選

を一桁から 20 位台前半で走りきった。過去に比して予選ボーダー（１５位）に近い位置

で走る選手が明らかに増えており、全体の底上げが結果に表れた個人戦であった。 

そして個人戦の後、各選手は結果への悔しさやレース内容の課題を抱えつつも、同時に

「さらに上を狙える」という手応えを掴んでいたように思う。各選手はスプリントリレー

に向けて、個人戦で見えたそれぞれの課題と向き合い、それを自ら修正する強さがあった

ように感じる。 

そして最終日、個々の持てる力を出し切る素晴らしいレースを展開した。2021 年の 21

位が過去最高成績であった中、今回の 12 位という結果は多くの人の想像を超えた結果だ

った。日本の躍進は海外勢にも明らかで、桑原選手がフィニッシュした後は、多くの国か

らサプライズに対する祝福と賛辞が惜しみなく送られた。 

今回のリレー代表選手は「世界と渡り合った」という強い実感を掴んだはずである。そ

して今回出場の叶わなかった選手や、代表を目指す選手にとっても、「国内で競い合え

ば、その先に世界で戦える」という希望を示したのではないか。これまで世界と日本の間

に漠然と存在していた壁を今回のリレーチームが取り払った。この心理的効果は大きい。

次回の世界選手権に向け、スプリント競技のさらなる活性化と進化に繋げねばならない。 

今回の好成績をもたらした要因は、時間をかけて詳細に分析する必要がある。しかし、

ここ数年国内の質の高いスプリント競技会の増加、そこでの選手の高いレベルの競い合

い、そして選手個々の努力の積み重ねが結実したことは間違いない。その意味で、今回の

結果は日本のオリエンテーリング界全体で競技環境を醸成してきた成果ではないか。 

次回のスペイン大会に向けてさらに上を目指すには、よりトップレベルで競い合う場を

創出し、フィジカル・テクニカル両面で一段上のレベルを追求する必要がある。そのため

の環境づくりを立案・実行していくことが、今後の強化委員会の役割である。 

最後に、現地で応援していただいた観客の皆様、SNS 等を通じて日本から声援を送って

いただいた皆様、そして地図作成や練習環境の提供、財政面など多大なご支援をいただい

た方々に心より感謝申し上げる。多くの皆様の支えがあったからこそ、今回の結果を残す

ことができた。本当にありがとうございました。    （強化委員会 鹿島田浩二） 



 

 

 

２． 大会概要 

 

大会名  ：Sprint World Orienteering Championships 2026 

主催者  ：国際オリエンテーリング連盟 

主管者  ：イタリアオリエンテーリング連盟 

開催地  ：Genova, Italy (ジェノバ、イタリア) 

大会日程 ：２０２６年７月６日～７月１１日 

大会公式サイト ：https://woc2026.com/world-championships-2026/ 

参加国数 ：４５か国（別表参照） 

参加者数 ：総計３２２名（男子１３３名、女子１１１名、オフィシャル７８名） 

 

  
Entry summary

Federation Men Women Team Officials Total

Sum 133 111 78 322

Australia 4 5 3 12

Austria 4 3 3 10

Belgium 3 1 4

Brazil 4 3 3 10

Bulgaria 2 1 1 4

Canada 4 3 1 8

China 2 2 3 7

Colombia 1 1 2

Croatia 2 2

Czechia 4 4 4 12

Denmark 4 4 4 12

Ecuador 1 1

Egypt 1 1 2

Estonia 3 2 1 6

Finland 4 4 4 12

France 5 4 3 12

Germany 5 4 4 13

Great Britain 5 4 4 13

Hong Kong China 3 4 2 9

Hungary 3 3 3 9

Iraq 1 1

Ireland 4 2 6

Israel 2 2

Italy 3 3 3 9

Japan 3 3 2 8

Latvia 3 3 2 8

Lithuania 3 2 1 6

Mexico 2 2 4

Moldova, Republic of 1 1 2

Netherlands 2 2

New Zealand 4 4 3 11

North Macedonia 1 1

Norway 4 4 5 13

Paraguay 1 1

Poland 3 3 1 7

Portugal 3 3 1 7

Romania 1 1

Serbia 2 2 1 5

Slovakia 2 2 1 5

Spain 3 3 1 7

Sweden 5 4 4 13

Switzerland 7 4 6 17

Turkiye 4 4 2 10

Ukraine 4 3 7

United States 4 4 1 9

https://woc2026.com/world-championships-2026/


 

 

 

３．大会日程 
 
日時 予定 

7 月２日～５日 現地トレーニングキャンプ・大会受付（５日） 

６日 テクニカルモデルイベント(Sestri Ponente West) 

７日 個人スプリント予選・開会式・個人スプリント決勝(Sestri 

Ponente) 

８日 レストデー（PM IOF 総会） 

９日 ノックアウトスプリント予選(Sestri Ponente) 

１０日 ノックアウトスプリント決勝(Genova) 

１１日 スプリントリレー 閉会式(Genova) 

１２日 出発日 

 

 

  



 

 

 

 
4. 日本代表チーム 
 
 氏名 所属 出場種目 

男子選

手 

平岡 丈 朱雀 OK SP, KO, SR 

二俣 真 朱雀 OK SP, KO, SR 

尾崎 弘和 トータス／京葉 OL クラブ SP, KO 

女子選

手 

近藤 花保 OLC ルーパー SP, KO, SR 

桑原 唯歩  静岡 OLC／東京大学大学院 SP, KO, SR 

柴﨑 愛有 練馬 OLC SP, KO 

役員 鹿島田 浩二 公益社団法人 日本オリエンテーリング協会  

強化委員会 

村越 久子 静岡県オリエンテーリング協会 

*SP:個人スプリント、KO：ノックアウトスプリント、SP:スプリントリレー 

 

 

 

 

  



 

 

 

５．競技成績 
５．１ 個人スプリント予選 

5.1.1 個人スプリント予選 男子ヒート 1 



 

 

 

5.1.2 個人スプリント予選 男子ヒート２  



 

 

 

5.1.3 個人スプリント予選 男子ヒート 3 



 

 

 

5.1.4 個人スプリント予選 女子ヒート 1 

 



 

 

 

5.1.5 個人スプリント予選 女子ヒート 2 

 

  



 

 

 

5.1.6 個人スプリント予選 女子ヒート 3 

 



 

 

 

5.２ 個人スプリント決勝 

5.2.1 個人スプリント決勝 男子（日本選手出場せず） 



 

 

 

5.2.2 個人スプリント決勝 女子 

 

 

  



 

 

 

5.3 ノックアウトスプリント予選 

5.3.1 ノックアウトスプリント予選 男子ヒート１ 

  



 

 

 

5.3.2 ノックアウトスプリント予選 男子ヒート 2  

  



 

 

 

5.3.3 ノックアウトスプリント 男子 ヒート 3 

 

  



 

 

 

5.3.4 ノックアウトスプリント予選 女子 ヒート 1 

 

  



 

 

 

5.3.5 ノックアウトスプリント予選 女子 ヒート 2 

 

 

 

  



 

 

 

5.3.6 ノックアウトスプリント予選 女子 ヒート 3 

 

 

  



 

 

 

5.4 ノックアウトスプリント決勝ラウンド 

5.4.1 ノックアウトスプリント 男子 準々決勝 

 



 

 

 

5.4.2 ノックアウトスプリント 男子 準決勝（日本選手出場せず） 

 

5.4.3 ノックアウトスプリント 男子 決勝（日本選手出場せず） 



 

 

 

5.4.4 ノックアウトスプリント 女子 準々決勝（日本選手出場せず） 



 

 

 

5.4.5 ノックアウトスプリント 女子 準決勝（日本選手出場せず） 

 

5.4.6 ノックアウトスプリント 女子 決勝（日本選手出場せず） 

 

5.４.7 ノックアウトスプリント 日本 総合成績 

  



 

 

 

5.5 スプリントリレー 

 

  



 

 

 

 



 

 

 

６．選手の報告 
 
近藤 花保 

本大会は 2 回目のスプリントオリエンテーリング世界選手権の出場でした。2 年前の世

界選手権終了後から、スプリント個人予選、ノックアウトスプリント予選の通過を目標と

して主に走力強化に焦点を当てて練習に取り組んできました。2 年間の準備の中で、特に

焦点を置いたのは走力強化です。 

初日のスプリント個人予選では、スピードに乗って丁寧なナビゲーションを実行でき、

ヒート 8 位(top+41 秒)で予選通過できました。自分がいいパフォーマンスを発揮したら余

裕を持って通過できることを知れたのが 1 番の自信につながりました。しかし決勝では、

予選の疲労を抜くことができず、ナビゲーション実行ミスを重ねてしまい 40 位で終わり

ました。予選通過を目標とする選手と、決勝での高順位を目標とする選手との間に大きな

差があったと思います。次は待機所での過ごし方も含め、決勝で活躍することを前提とし

て準備したいです。 

続くノックアウトスプリント予選では、ナビゲーションの精細さに欠けるレースで、ヒ

ート 20 位(top+1:53)で終了しました。序盤に大きなミスをしてしまい、読図とナビゲー

ションのサイクルを上手く回せませんでした。自分の実力を出しきれなかったことに強く

悔しさを覚えました。 

最終種目のリレーは、得意な 1 走で走りました。事前にチーム内で「実力を出し切れば

１０位代後半、うまくゆくと 15 位を獲れる」と話していました。自分の走力ならトップ

と大きく離されることはないと思い、飛ばしすぎずに上位をうまく利用しながらナビゲー

ションすることを意識して臨みました。終盤の 11 コントロールあたりまでは第一集団が

見えていましたが、そこから少しずつ離されてしまい、第一集団の後ろの+36 秒でチェン

ジオーバー。10 コントロールまでは 10 秒ほどしか差がなかったので、最後の 1 番辛い時

間帯でプッシュする地力が足りませんでした。ただ、2-4 走のメンバーがそれぞれベスト

を尽くし、スプリントリレー過去最高順位の 12 位を獲得できました。チームの素晴らし

い成績に貢献することができて非常に嬉しく思っています。 

今回の世界選手権では、個人としてもチームとしてもいい結果を、残すことができまし

た。ただ、スプリント個人・ノックアウトスプリント両方での活躍はまだできていませ

ん。次のステージを目標に見据え、スプリントを取り組んでいきたいと思います。 

最後になりますが、本大会に臨むにあたりチームを支えてくださった皆様、一緒にトレ

ーニングしてくださった皆様、ご支援ご援助いただいた皆様、大会期間中サポートいただ

いたオフィシャルの方々、そして多大なる応援をいただきました皆様に御礼を申し上げま

す。 



 

 

 

桑原 唯歩 

今回は２年ぶり、２度目のスプリント世界選手権出場となりました。世界レベルで自分

がどれくらい戦えるのか知りたいと思っていた前回に対し、今回は「決勝に進出する」と

いう明確な目標を持って挑みました。 

目標を達成するために、練習では週に最低 50km の走行距離を積むこと、週に一度ポイ

ント練習を行うことを意識してきました。特に短距離でスピードを上げることが課題であ

ると感じていたため、ポイント練では、200m～300m のインターバルやレペティションを

中心に取り組みました。また、2025 年のヨーロッパ選手権に出場し、海外でのスプリント

経験も積んできました。 

しかし、今回の結果は、決勝進出へはまだ壁があると言わざるを得ないものでした。個

人スプリントはボーダー＋46 秒、ノックアウトスプリントはボーダー＋1 分 11 秒と予選

通過にはまだ遠く、２年前よりは戦えるのではないかと思っていた自分の甘さを思い知ら

されました。 

 一方で、重要なレースで自分のリズムを崩さず、レースをまとめられた点には自分の

成長を感じました。特にリレーでは、想定以上の高順位でのチェンジオーバーとなりまし

たが、最後まで自分のナビに集中しレースをまとめきることができ、順位を落とさずフィ

ニッシュすることができました。これはとても嬉しく、今後プレッシャーのかかる大きな

レースに臨むうえでの大きな自信になったと感じています。 

今後世界で戦うためには、走力をもう一段階上げること、そしてその走力を最大限に発

揮できる技術力を身につける必要があると感じています。これまでの海外でのレースでは

大きなミスをしてレースを台無しにしてしまうことが多かったため、今回は大ミスをしな

いことが優先となり、自然と守りの意識になっていた気がします。しかしこれでは全く戦

うことができないことを痛感したため、今後はより攻めの意識を持ちつつ、レースをまと

められる走りを身につけていきたいです。自分の理想の走りに近づくため、今の自分に何

が足りず、何をするべきなのかを常に考え続けながら、これからも努力を重ねていきま

す。 

最後になりますが、世界選手権の出場にあたり、多くの方々から温かいご支援をいただ

きましたことに心より感謝申し上げます。 

 

  



 

 

 

柴﨑 愛有 

 はじめに、WOC 出場にあたり多大なご支援と温かいご声援をくださった皆様に、心よ

り感謝申し上げます。 

 2024 年のアジア選手権終了後、2026 年世界選手権への出場を目指す決意を固め、練習

量やトレーニングメニューの見直しを行ってまいりました。1 年以上伴走してくださった

方をはじめ、ともにスプリント練習や遠征に取り組んでくださった皆様のおかげで、無事

に世界選手権の舞台に立つことができました。 

 

大会結果は以下の通りです。 

スプリント個人予選： 17 位（ボーダー ＋43 秒） 

ノックアウトスプリント予選： 23 位（ボーダー ＋1 分 51 秒） 

 

 満足のいく結果を持ち帰ることはできませんでしたが、年明けからの不調や怪我を乗り

越え、最後まで無事に走り切れたことにまずは安堵しております。スプリント個人予選で

は細かなミスこそあったものの、1 つのレースとしてしっかりとまとめることができまし

た。これまで海外遠征でのスプリントでは思うような走りができずにいましたが、今大会

を通じてわずかながらも自身の成長を実感することができました。また、チームメイトの

大活躍を間近で応援・体感できたことも、非常に貴重な経験となりました。 

改めまして、多くの方々のご支援とご声援のおかげでこの舞台に挑むことができまし

た。本当にありがとうございました。 

 

  



 

 

 

平岡 丈 

 はじめての WOC であり、世界にどれだけ通用するかチャレンジする気持ちで臨みまし

た。まずは結果として、個人ではノックアウトの予選を突破してチームではリレーでは最

高順位である 12 位を獲得できたことに、うれしく思います。 

大会期間までは、台湾で市街地での練習を行ったり、日本でも市街地・パーク問わず毎

週スプリントをこなしたりしながら、課題をあぶりだす期間・修正期間・調整期間と意識

をして進めました。フィジカル的にはテレイン特性を考慮して、普段の練習に比べ階段・

坂のトレーニングを多く取り入れました。これまでの自分の中で最も速くスプリントがで

きると自信を持ってレースに臨むことができました。 

実際に WOC の舞台に立ち、やはり世界とは大きな差を感じました。ノックアウトの準

決勝では、フォーキングに散った瞬間の、周囲のスピードの切り替えに手も足も出せませ

んでした。リレーでは、後半の細い街路で、並走する選手と前後の入れ替わる不安定な展

開の中で 20 秒ミスをして順位を落としてしまいました。単純なスピードや技術だけでな

く、レース展開を読む経験までも大きな差を感じました。差を感じる部分もある一方で、

ノックアウトの予選では中盤 1 桁のレッグを連続して続けられたように内容は良く結果も

ついてきていて、戦えた部分もありました。各レースで世界のトップと同じ方向を向きな

がら、その洗練された技術とスピードを肌で感じることはできたので、その差を比較して

よかった点・反省すべき点は上手く整理しながら今後につなげていきます。 

レースを終え、個人的には反省する部分も多く残る悔しい気持ちもありますが、伸びし

ろでもあるし可能性も見えた大会でした。まだできるんじゃないかとわくわくする気持ち

です。このわくわくした気持ちを常に持ちながら、こつこつとまた積み上げていきたいと

思います。 

改めて、ご支援・応援いただきました方々、大変ありがとうございました。 

 

  



 

 

 

二俣 真 

今大会の参加にあたり、オフィシャルを始めとして多くの方にご支援頂きました。ありが

とうございました。 

 まず、大会への準備はきちんと行えていたと考えます。国内でしっかりトレーニングを積

み、トレーニングキャンプでも体調を崩すことなく少しずつ現地のテレインに対応してい

きました。起伏が激しいテレインのため、ポイント練習に坂の上り下りを取り入れたのはよ

かったと感じます。キャンプでは、特にスピードの切り替えや高低差を考慮したルートチョ

イスの意識付けができたと感じます。 

 次に個人戦とリレーで感じた点について記します。個人戦では目標としていた予選通過

が叶わず、基本的な技術の差を感じました。コントロール周りでの手続きが甘く、ミスした

記憶がないショートレッグでも数秒差がついてしまいます。その積み重ねでプラン、実行に

綻びが生じ、致命的なミスをしてしまいました。予選を走ってみて、10 位以上で予選を通

過している選手とはかなり技術、走力面で差があり、10-20 位の選手に関してはそこまで大

きな差はないと感じました。また、決勝に関しては難易度が非常に高く、予選を通過したと

しても今のレベルでは全く通用しないと感じました。 

 リレーでは自分のできる最高のパフォーマンスができたと考えます。正直男子の区間で

順位を上げられるとは思っていませんでした。3 番コントロールからニュージーランドと並

走になり、少しずつ前を追い上げる形となりました。市街地に入るまでは大局的なルートチ

ョイスを問われるレッグが続いたため基本は集団でレースを進めました。市街地では各々

が少しずつ違うルートを取るも、コントロール付近で合流することが続きました。併走して

いたため、ペースは速かったですが、それよりも減速がないレースだったと感じます。常に

地図読みのサイクルが回っていて、とても充実したレースでした。他国のトップ選手と競れ

たのは非常によい経験になりました。 

 今回の世界選手権を通して、まだまだ伸び代があると感じたので、2 年後に向けて頑張り

たいと思います。最後に、初めての世界選手権でしたが、チームの雰囲気もよく、リラック

スした状態で過ごすことが出来ました。また皆さんと切磋琢磨していければと考えていま

す。今後もよろしくお願いします。 

 

  



 

 

 

尾崎 弘和 

世界選手権に向けて、ランニングでは継続的なトレーニングを行い、一定の走力を維持

して大会に臨みました。一方で、春以降はオリエンテーリングの大会が多く、十分な走行

距離を確保できない時期もありました。また、平坦な環境での練習が中心となったこと

で、起伏や切り返しを含む走力に課題が残りました。 

技術面では、フラッグ周辺でのナビゲーションや高速での地図読みを重点的に取り組

み、苦手なテレインでも一定のパフォーマンスを発揮できるようになってきました。 

スプリントでは、大きなミスを避けながらレースを進めることができた一方、細かな減

速やルート選択によるタイムロスが重なり、決勝進出には届きませんでした。ノックアウ

トスプリントでは、現地のイメージと地図情報をうまく結びつけられず、進入や実行の場

面で減速することが多くありました。 

今年の世界選手権は、思い描いていたパフォーマンスを発揮できず、非常に苦しいもの

となりました。日本を代表して派遣されている以上、出場するだけでなく、高いパフォー

マンスを発揮することが求められます。その役割を果たすことができず、非常に心苦しく

感じています。 

これまで、国際大会で結果を出すために試行錯誤を繰り返してきました。自分が正しい

と思う方向性で、できる限りの準備をしてきたつもりです。しかし、それが結果に結びつ

いていない以上、これまでの取り組みの方向性が少し違っていたのではないかと考えてい

ます。 

ここまで私の挑戦を支えてくださった方々、現地や合宿、日々の練習で多大なサポート

をしてくださった方々には、心から感謝しています。今後もオリエンテーリングの森の奥

深くへの探求を続けていきたいと思いますので、引き続き応援していただければ幸いで

す。 
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